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１. 総則 
1-1.適用範囲 

この仕様書は、直流給電設備における２回路計測 屋内形直流電力量計に適用します。 

出力はＲＳ４８５に準拠した通信機能を搭載します。 

1-2.準拠規格および関連諸規定類 

本仕様書の準拠規格は下記のとおりとし，本仕様書に記載がない項目についても，下記規格に準拠します。 

［規格］  ＪＩＳＣ１２１６－２ ： ２０１７ 

 

1-3.名称 

屋内形直流電力量計 

  

1-4.種類と形名 

屋内形直流電力量計（ＲＳ－４８５通信機能付）・・・・・「Ａ９ＡＡ－ＲＮ１２」 

1-5.機種定格 

回路数 電圧(V) 電流(A) 
計器定数 

(pulse/kWs) 

2 －48 60 3125/9 

 

1-6.構造 

   （１）接続・取付 

表面接続、表面取付 

（２）計量装置  

ＬＣＤ 

   （３）質量  

総重量４３０g （本体約：１９０g  クランプ型電流センサ：11０g（１個当たり）） 
   （４）接続端子 適合圧着端子  

M3.5ねじ用絶縁被膜付圧着端子 丸形（外形φ7.5以下） （電源、電圧回路 1，2、RS485） 
   （５）電流センサ 

外付けクランプタイプ（仕様は 9章を参照） 
   （６）電源入力 

補助電源タイプ （計測電圧とは別に電源入力端子があります） 
 
 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

回路 2 クランプ型電流センサ 

 

回路 1 クランプ型電流センサ 

 

電線 1.5ｍ 

 

液晶表示 
本計器は 2 回路構成となっており、回路 1 及び回路 2 の
電力量をサイクリックにて表示します 

操作ボタン 
設定/記憶ボタン及び送りボタンを操作し、端末アドレス・通信条

件・サイクリック時間を液晶表示を見ながら設定します 

端子  
端子カバーを取り外し、補助電源、電圧回路 1、電圧回路 2、 

通信回路を接続します。 

ＲＳ４８５用 

終端抵抗切り替えスイッチ 
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1-7.使用環境 

（１）使用・保管温度範囲：最高４０℃、最低－１０℃の範囲 

     （２）使用・保管湿度範囲：８５％以下（但し、結露のないこと）。 

 

1-8.補助電源について 

  

動作保証範囲 消費電力 

DC －38.4V～－57.6V 3.5W以下 

 

 

 

２. 機能 

2-1.計量項目 

・電力量 計量単位 kWh 

計量動作は電源印加してから約５秒以内に開始。 

項目 備考 

電力量 電力量の積算値 

 

2-2.計測項目 

項目 備考 

現在電力 １秒ごとの瞬時電力値 

電圧 １秒ごとの電圧値 

電流 １秒ごとの電流値 

 

 

2-3.計測精度 

2-3-1.電力量計測精度 

 電力量の計測精度は「 3 性能 」によります 

 

2-3-2.電力計測精度 

定格電圧 精度範囲 許容限度 分解能 更新周期 

－48V 
En 

100%-10%In 

±3%か分解能 

の大きい値 
0.01kW 1sec 

      許容限度は FSではなく各測定点での値 

 

2-3-3.電圧計測精度 

電圧定格 精度範囲 許容限度 分解能 更新周期 

－48V 
In 

－43.2V～－52.8V 

±1%か分解能 

の大きい値 
0.1V 1sec 

許容限度は FSではなく各測定点での値 

 

2-3-4.電流計測精度 

 

      許容限度は FSではなく各測定点での値 
注）En、In は定格電圧、定格電流を表します。 
  

電流定格 精度範囲 許容限度 分解能 更新周期 

60A 
En 

100%-10%In 

±3%か分解能 

の大きい値  
0.1A 1sec 
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2-3-5.動作保証範囲 

項目 動作保証範囲 

電圧回路 
En 

－38.4V～－57.6V 

電流回路 
In 

1A～66A 

 

2-4.計量パルス 

   （1）出力方式 ：赤外線発光出力 

   （2）計器定数 ：「1-5.機種定格」 参照 

（3）波長  ：940±20nm 

   （4）出力パルス幅 ：T1=21μs 以上  T2=21μs以上  

 

 

 

 

                    Ｔ１       Ｔ２ 

 

 

   （5）放射強度 ：発光軸を中心としたφ5㎜受光面で 400μｗ/ cm2以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-5.停電補償 

（１）補助電源の電圧が設定した停電電圧以下の場合に停電と判定し、動作を停止します。 

（２）全日電力量のデータを内部メモリに保持します。(計量値保持：１０年,累積停電回数１００万回) 

 

 本装置は、－38.4Vより大きい電圧の動作を保証しません。－30V付近で停電します。 
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2-6.表示 

2-6-1．電力量表示 

回路 1 及び回路 2 の電力量をサイクリック表示します。（0000．00kWh～9999．99 kWh 整数 4 桁小数 2

桁） 

回路 1の電力量を表示している場合は  １  を、回路 2の電力量を表示している場合は  ２  を点灯し 

ます。動作・無計量の●表示は、サイクリックに関係なく計量状態に応じて常に表示します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※動作表示は、定格 100％の負荷時（－48V, 60A）、約 2Hzでの点滅となり、負荷に比例して点滅速度が変

わります。無計量状態の時は、消灯となります。 

※動作表示は計量状態で点滅し、無計量表示はその逆の無計量状態で点灯します。どちらかが点滅（点灯）

時はもう一方は消灯します。 
※動作表示と無計量表示の切り替わりのポイントを始動電流と呼び、ヒステリシスを持たせております。動作状
態（負荷電流 0.6A以上で動作表示）からは 0.3Aで（0.3A以下になると無計量表示）、無計量表示状態（負荷
電流 0.3A以下）からでは 0.6A となっております（0.6Aまで無計量表示）。 

 

 

  

回路 1 

動作表示 

回路 1 

無計量表示 

回路 2 

動作表示 

回路 2 

無計量表示 

小数点 
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2-6-2．設定値表示・変更 

電力量表示画面において、“設定/記憶ボタン”を 2 秒以上押すとアドレス上位桁（10 位桁）設定画面へ

移行し数字 3 桁の表示となります。設定/記憶ボタンを押すたびに下表①～⑦の画面に遷移します。各画

面で“送りボタン”を押すと下表右欄の遷移で各値を変更することができます。 

⑥通信電文設定は、弊社別売りの集約装置と接続する場合は「osaki」を、Modbus 通信を行う場合は

「modbus」をご選択ください。 

⑥通信電文設定画面で“設定/記憶ボタン”を押すとこれまでの設定値を内部メモリに記憶し、⑦変更設

定値表示画面へ移行します。⑦変更設定値表示画面を 10秒表示し通常の電力量表示画面に戻ります。 

 

 
 

○通信設定値表示画面について 

 通常の電力量表示状態で、“送り”ボタンを押し続けて 1 秒後に現在の計器通信設定値が確認できる

画面（変更設定値表示画面と同じ）に移行します。 

 送りボタンを離すと電力量表示に戻ります。 

 

○設定における注意事項 

（1）設定/記憶ボタンは、1 回押され、その後 1 回離されたら、1 事象だけ切り替え、連続では切り替えま

せん。 

（2）送りボタンは、3 秒（以上）押されると、0.5 秒おきに連続して切り替わります。その際、点滅はせず、ず

っと点灯します。 

    （3）設定途中で放置された場合（上表①～⑤の状態）、5分経過したのち電力量表示に戻りそれまで設 

定した値は無効となります。必ず⑥の変更設定値表示画面まで移行し設定値を確認してください。 
    （4）変更設定値表示画面にて設定値が違う場合は、電力量表示に戻ったのちに再度設定をやり直して下さい。 
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2-6-3．エラーについて 
エラーが発生した場合、エラー状態表示となります。 
数値一桁目を「E」に二桁目、三桁目を「r」にして、「Err」とし、エラー内容に応じて、その他表示させる。ま

た回路ごとのエラーは動作・無計量を点灯させ、小数点は消灯させる。（次ページ表参照）ただし、もう一方
の回路が正常であれば、そちらの動作表示（あるいは無計量表示）はそのまま正常動作（点灯・点滅）させる。 

 
  例１) 回路 1にエラーがあった場合。（回路 2通常動作時） 
 

 

         [回路 1表示]                          [回路 2表示] 

 

 

 

 

 

 

 

 

   例 2) 回路 2にエラーがあった場合。（回路 1通常動作時） 

 

[回路 1表示時]                          [回路 2表示時] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

サイクリック 

ずっと点灯 

 回路 2 通常動作点滅 

サイクリック 

ずっと点灯 

 回路 1 通常動作点滅 
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エラー項目（番号）、そのときの表示画面、終了条件は、以下の通りです。 
エラー番号 表示画面 名称（発生条件） 表示終了条件 計量 優先度 

エラー1   
Err001 

メーター故障 
（メーターの計量デー
タ異常) 

メーターの計量データが正常に
読み込めたとき 

停 
（回路 1, 

2） 

1 
(高) 

エラー11 1 ●● 
Err011 

回路 1 電圧値異常 
（下限値異常）(※1) 

回路 1 電圧値が、設定された
範囲内に（－33.6±2～ 
－62.4±1V）なった場合 

回路 1 
停 

3 

回路 1 電圧値異常 
（上限値異常）(※2) 

回路 1 

一部・停 

  2 ●● 
Err011 

回路 2 電圧値異常 
（下限値異常）(※1) 

回路 2 電圧値が、設定された
範囲内に（－33.6±2～ 
－62.4±1V）なった場合 

回路 2 
停 

回路 2 電圧値異常 
（上限値異常）(※2) 

回路 2 

一部・停 

エラー12 1 ●● 
Err012 

回路 1 電圧逆接続 回路 1 電圧の接続を正常方向
にする 

停 
（該当回
路） 

4 

  2 ●● 
Err012 

回路 2 電圧逆接続 回路 2 電圧の接続を正常方向
にする 

エラー13 1 ●● 
Err013 

回路 1 交流電圧入力 回路 1 に直流の電圧を入力す

る 

2 

  2 ●● 
Err013 

回路 2 交流電圧入力 回路 2 に直流の電圧を入力す

る 

エラー14 1 ●● 
Err014 

回路 1 逆潮流 回路 1 電流の接続を正常方向
にする 

一部 

停 

5 
(低) 

  2 ●● 
Err014 

回路 2 逆潮流 回路 2 電流の接続を正常方向
にする 

 
エラー表示に関しては、優先度があり、優先度の高い方を表示し、低い方には移行しません。 
エラーは回路ごとに判断し、エラー状態の回路に関する各計量は以下のようになります。 
 

 通信読み出し値 
電力量 現在電力 電圧 電流 

停 
エラー1 

オール F オール F オール F オール F 

停 
エラー1 
以外 

エラーが
起こるま
での値 

0 0 0 

一部停 エラーが
起こるま
での値 

現在値 現在値 現在値 

(※1) 電圧下限値異常の入力電圧値には、ヒステリシスを設けてあります。停電状態からは定格の 72%(-

34.56V)までは異常とし、通電状態からは定格の 68%(-32.64V)まで正常と判定します。その為、電圧下限

値異常の範囲は－33.6±2～33.6±2Vとします。電圧下限値異常時は、値を 0とし、符号はスペースとす

る（該当回路のみ） 
(※2) 電圧上限値異常の場合、現在電圧値は上限値-62.4Ｖ±1V とします。 

 

計量をどのように停めるか（回路ごとか一部か）に関しては、あくまでそれぞれのエラーが単体で起こった時

のことで、エラーが同時に複数起こった時は 

1) 停（回路 1, 2） 

2) 停（該当回路） 

3) 一部停 

の順で、この条件がある高い方を適用します。仮に回路 1 に上限値異常によるエラー11 と 13 が起こった場合

は、回路 1はエラー表示 11ですが、回路 1の計量は一部だけでなくすべて停めます。 

エラー番号が 11～14 の時は、サイクリック表示させ、動作表示・無計量表示は必要に応じ（エラーでない時）、

正常動作（点灯・点滅）させます。 
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2-6-4．停電時の表示 

停電時はＬＣＤが全消灯します。 

 

 

2-7.時計 

本装置は、時計機能を搭載しております。 

時刻の有効設定範囲は、2000年 1月 1日 0:00:00から 2068年 1月 19日 3：14：07 となります。 

 

 

 

３. 装置エラー状態確認について 
 

本装置は、弊社別売りの集約装置を使用すると、下記の異常（エラー）の発生を確認できます。 

 

・本体メモリ異常 

・回路１逆接続 

・回路１電圧値異常 

・回路１逆潮流 

・回路１無計量 

・回路２逆接続 

・回路２電圧値異常 

・回路２逆潮流 

・回路２無計量 

・計量動作停止（メーター故障：エラー１） 

・停電発生時刻 

 

 （※）時刻データ形式等含め、詳細は集約装置仕様書をご参照下さい。 
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４. 性能 
 電気的性能・機械的性能・絶縁性能 

 

 

No. 項目 試験条件 許容限度（%） 備考 

１ 
誤差の許
容限度 

(En)  10%～100%In 3.0  

２ 始動電流 100%En、2%In  10sec 
計量パルスが２パルス以上
発信を継続すること。 

 

３ 潜動防止 90%En、100%En、110%En、無負荷  90sec 
計量パルスが発生しないこ
と。 
無計量表示が点灯すること。 

 

４ 電流特性 En 10%～100%In 3.0 以下  

５ 温度特性 En、100%In  －10℃～+40℃ 0.6 以下(-10～40℃) 
10℃変化に対
する誤差変化 

６ 電圧特性 
90%En～、

110%En 10%～100%In 1.0 以下  

７ 
自己加熱
の影響 

1)En １時間通電後
In 印加 

0～30 分 1.0 以下 

 
2)En、In 同時印加 

 
0～30 分 1.0 以下 

８ 
電圧回路
の電力損

失 
En、50%In 

0.1W 以下 
（一素子） 

 

９ 
補助電源
回路の電
力損失 

En、50%In 3.5W 以下  

10 
外 部 磁 界
の影響 

En、10%In  最大影響誤差 1.0 以下 

直径 1m の円
形コイル 
起磁力 100AT 
DC/AC双方
にて確認（AC
は商用周波数
の 50Hz） 

11 絶縁抵抗 

DC500V メガーにて 
電気回路とベース間、電気回路相互間 

補助電源とベース間、補助電源と電気回路間 
 

5MΩ以上 

電気回路は 
・電圧回路 
・電流回路 
・通信回路 

12 耐電圧 

AC2000V 印加にて 
電気回路とベース間、電気回路相互間 

補助電源とベース間、補助電源と電気回路間 
 

1 分間耐えること 
 

電気回路は 
・電圧回路 
・電流回路 
・通信回路 

13 
雷インパル

ス 

波形 1.2×50μsec 6kV 正極性 １回 
電圧回路の＋端子－端子間 

補助電源の＋端子－端子間 
    

放電しないこと 
 
 

１４ 
放射電界
強度 

ＶＣＣＩの定める試験条件 
クラス A 限度値を 
超えないこと 

 

１５ 
雑音端子
電圧 

ＶＣＣＩの定める試験条件 
クラス A 限度値を 
超えないこと 

 

 

 

注）En、Fn、In は定格電圧、定格周波数、定格電流を表します。 
項目１～１３、また、その他の性能は下記の規格に準拠しています。 
JIS C1216-2 電力量計通則 
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５. ＲＳ４８５通信 
5-1.基本仕様 

 

項目 パラメータ 備考 

接続台数 20台 RS-485 ドライバ ICは 128台接続可能な ICを選定 

終端抵抗 100Ω 
スライドスイッチで接続の「ON/OFF」切り替え可能 

ユーザーで切り替え可能な構造 

接続方法 端子台 － 

伝送項目 

計測値 電力量、電力、電流、電圧 

計器情報 
計量状態、定格電圧、定格電流、 

ＩＤ(製造年、製造番号) 

 

5-2.通信方式 

シリアル通信を用いるものとします。 

項目 設定値 

伝送速度 ４８００／９６００ ｂｐｓ  （初期値：９６００ｂｐｓ） 

通信方式 半二重、ポーリング 

同期方式 調歩同期 

通信コード ＪＩＳ8 

誤り検出 チェックコード（水平パリティ, 垂直パリティ）、無も選択可能 

誤り制御 リトライ 

応答方式 会話型、無手順 

キャラクタ構成 スタートビット、データ８ビット、パリティ(無/偶数/奇数)、 

１ストップビット 

ビット送出順 低位ビット先行 

キャラクタ送出順 高位桁先行 

 
 

5-3.通信手順 

直流電力量計と上位系との間の通信手順は、確認型通信です。 

上位系から要求電文が発信され、直流電力量計で処理を実行後、上位系に対して応答を返します。 

 

1) 通常 

 
 

  

     上位系           本装置 
要求電文送信 
                      

  要求に応じた処理を行います 
  
                      応答電文送信 
  受信確認 
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2) 受信ができなかった時 

 
 

5-4.タイミング 

 
（※）応答電文は最大 1 秒となります。 

（※）t3 の後のリセット区間では、RS485 通信をリセットさせます。この間、通信禁止となります。 

（※）リセット後は、受信状態となります。ソフト処理にてポーリングごとに受信状態となるよう設定してます。（万一、ノ

イズ等の影響で送信状態になった時の対策） 
（※）要求電文の送信終了後、次の要求電文の送信開始までは 1.5秒以上の間隔を空けて下さい。応答電文の受信

が確認できなかった場合も同様です。 

 

 

5-5. RS485通信設定 
 通信設定用のボタンを 2つ使用します。（名称：設定/記憶ボタン、送りボタン） 

変更に関しては、2-6-2参照。 
 
 
 
 

  

     上位系           本装置 
要求電文送信 
                        

                      要求に応じた処理を行います 
受信が確認                 応答電文送信 
できなかっ 

た場合、1.5秒 

以上あけて、 

再度要求電文                

を送信下さい               要求に応じた処理を行います 
                                            応答電文送信 

 

 

 

 

t1：10ms～20ms 

t2：30ms～40ms 

t3：20ms～30ms 

リセット時間：100ms 

t4：1500ms 以上 

要求電文 

応答電文 

t1 

上位系 

本装置 
ﾏｰｸ ﾏｰｸ 

t2 t3 

 リセット 

リセット 

時間 

要求電文 

t4 
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６. 外形・取付方法 
６-１. 外形寸法図 

 

 

 
 

６-２. 取付方法 

 

      DINレール取り付け 

       （35㎜幅） 

 

 
 

  

② 押しこむ 

① 引っ掛ける 
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７. 銘板・液晶寸法 
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30.4 

8.5 
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８. 接続 
８-１. 接続端子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８-２. 端子配列ステッカー 

 

 端子カバー表面に端子配列を示すステッカーを貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

端子台 

ネジ M3.5 

締め付け

トルク 

0.8～1.2 

（N・m） 

端子幅 8 ㎜ 

 

KWh 回路 

接続端子配列 

電圧回路 1入力 

―側   ＋側 

 

 

 

―側    ＋側 

電圧回路２入力 

電源入力（補助電源） 

―側   ＋側 

 

 

 

Ａ＋   Ｂ－    SG 

ＲＳ485入力 

端子配列ステッカー 

 

ＭＡ 電源    –入力 

ＭＢ 電源    +入力 

Ｐ１ 電圧回路  –入力 

Ｐ２ 電圧回路  +入力 

Ａ＋ ＲＳ４８５ 信号＋入出力 

Ｂ－ ＲＳ４８５ 信号－入出力 

ＳＧ ＲＳ４８５ 信号ＧＮＤ 
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８-３. 配線図 
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９. クランプ型直流電流センサ 
９-１. 概要 

 

項 目 仕 様 特記事項 

測定電流 1～60A 最大許容電流 75A 

使用温度範囲 -10～50℃ 
 

ケーブル長 1.5m 
 

被測定ケーブル径 φ15.5㎜  被覆を合わせ最大径 

耐電圧 AC2000V/1分間 外装ケース出力間 

絶縁抵抗 DC500V/100MΩ 外装ケース出力間 

 

９-２. 外形寸法 

 
 

９-３. 開閉操作 

 
 ①操作レバーに爪をかけて外側に引く 

 ②①のレバーを引いた状態で、センサ上部（  斜線部分）とその反対側を指でつまんで持ち上げる 

③閉じる場合は②で持ち上げた部分を元に戻す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

操作レバー 

② 

① 
引

く 

被計測ケーブル通し穴 

φ17 

本体との接続ケーブル 

固定用結束バンド 

通し穴 

設置方向矢印 

（被計測電流の流れる方向） 
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９-４. 回路番号について 

本計器は 2回路構成で、本体よりそれぞれ 1.5ｍケーブルの先にセンサが接続されています。 

回路 1及び回路 2 のどちらのセンサかを、本体の印字もしくはセンサ自体の回路番号シールにより確認した上

で設置して下さい。 

 

 

 

 

 
 

 

９-５. 封印について 

電気料金取引に使用する場合、計測対象となる電線にクランプセンサを設置後、必ず封印シールを貼ってくだ

さい。封印シールを貼り付けた後、封印シールを剥がした場合は使用不可となります。 

（剥がした状態での電気料金取引使用は法律違反となります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ○封印シール 

 

 

 

 

 

以上 

 

封印シール 

45 

10 

本体印字 センサ回路番号シール 

本体上部 
センサ上部 


